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学長 山 田 家 正
このたび,人 文研究第95輯を発刊するにあた り,本学の研究・教育に多大
の貢献 をされた小樽商科大学名誉教授永原和夫先生のご業績を讃 え,本輯 を
「永原和夫名誉教授記念号」 とすることに致 しました。
永原先生は,平 成9年3月 をもって停年ご退官になられ,本 学教授会は長
年のご貢献に報いるため直ちに名誉教授の称号を授与致しました。改めて厚
く御礼を申し上げる次第です。
永原先生は昭和35年3月 青山学院大学文学部英文学科 をご卒業後,名古屋
大学大学院文学研究科修士課程 に進学され,同39年3月 同課程を修了(文学
修士)されました。昭和40年4月 帝塚山大学教養学部講師 として大学におけ
る研究 ・教育活動を開始 され,本 学には同42年4月 に商学部一般教育英語担
当講師として着任 されました。その後,同43年10月助教授,同54年10月
教授に昇任 され平成3年10月 か らは本学の改組 に伴い言語センター教授 と
なられました。したがって,30年の長 きにわた り本学の発展にご貢献頂いた
ことにな ります。
この間,平成3年10月 から同5年9月 まで初代の言語センター長 としてセ
ンターの基礎を築かれましたが,先 生にはセンター計画立案から設置に向け
ての文部省折衝などにもお骨折 り頂きました。 また,本 学のランゲージ ・ラ
ボの充実,マ ルチメディア ・ホールの設置などなどにも精力的に取組んで頂
きました。その結果,語 学教育 に実績のある本学の伝統 を生かし,商科系の
単科大学としては7ヵ 国語の修得が可能な全国で も稀な語学教育の体制が出
来 ました。また,国 際交流 にも力を注がれ,国 際交流委員会委員長,国 際交
流センター初代センター長 を歴任されるなど本学の国際交流事業の発展にご
努力下 さいました。教員志望学生の指導と現職教員 との研究会組織づ くり,
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あるいは入試実施 における指導的役割な ど,実に多 くの重責 を果たされまし
た。
永原先生 は,ジ ェイムズ ・ジョイスに関するご研究を中心 に,イ ギリス,
アイルランドの文学,英 文学史研究者 として著名であり数多 くの著書 ・論文
があ りますが,研 究領域 は広 く,高等学校の英語教科書の研究 もあります。
このような研究者 ・教育者 としての力量 と行政手腕が評価 されて,現 在新設
が予定されている大学の基礎づ くりに奔走しておられますが,先 生の優れた
識見 と行動力,そ して学生を愛する円満なお人柄 により必ず成功すると信 じ
てお ります。
以上申し述べましたように,永原先生の長年にわたる本学へのご貢献に深
甚なる謝意を表 します とともに,今後のご多幸 とさらなるご活躍 を祈念申し
上げて本記念号発刊のご挨拶 と致 します。
